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粒子線治療は、高い線量集中性を持つことから、正常組織への影響を抑え、腫瘍に効率的に線

量を与えることが可能である。一方で、治療計画の作成から治療までの期間で腫瘍や周辺臓器の

形状の変化によって照射領域のずれが生じる可能性がある。計画通りの照射が行われたかの検証

手法の確立が求められている。 

照射領域のずれは飛程変化を検出することによって見つけることが可能なため、治療の最適化

のために粒子線治療ビームの非侵襲的な可視化が研究されている[1]。治療の照射法として用いら

れているワブラー法では腫瘍形状に合わせて照射野形成を行う。その際、リッジフィルターを用

いて深さ方向に均一な線量分布を持つ拡大ブラックピーク(SOBP)を形成する。粒子線治療ビーム

の可視化技術をワブラー法に適用するには SOBP ビームの可視化が必要不可欠である。先行研究

では、ペンシルビームのファントム内軌跡上に発生する二次電子制動放射(SEB)を測定することに

よりビームの画像化及び飛程変化の検出を行った。しかし、SOBP ビームでは同様の研究はまだ

行われておらず、ビームの成形過程に発生する散乱線の影響はまだ検証されていない。そこで本

研究では、SOBPビームの SEB測定による実験を行い、ビームの画像化及び飛程変化の検出を試

みた。 

群馬大学重粒子線医学研究センターにおいて、アクリル標的に炭素ビームを照射し、標的内の

ビーム軌跡から発生する SEBを直径 10 mmのピンホールコリメータとCdTe 画像検出器を使用

して測定した。炭素ビームの SOBPの幅を 40 mm-weq. (water equivalent) とし、レンジシフタ

ーを用いて飛程を 118 mm-weq.から 88 mm-weq.まで 10 mm-weq.毎に変化させて測定を行っ

た。本発表では、実験結果及び飛程変化の検出精度について報告する。 
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